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　大門高校同窓会員の皆様におかれましては、平素より同窓会に対しご支援とご協
力を賜り、この場を借りて厚くお礼申し上げます。
　新型コロナウイルスの感染者が日本で初めて確認されたのは２０２０年１月１５
日。あれから２年。皆さんの日常や価値観に変化はあったでしょうか。 
　２年前、・・・の念頭の挨拶で私はこのように書きました。「令和２年は東京オリ

ンピック・パラリンピックイヤー。第５世代移動通信システム”５Ｇ”がスタートし、私たちの生活は激変
すると言われています」と。確かに、激変したという人も少なくないでしょう。ただその要因となったのは
コロナ禍。少し先の未来でさえ予測するのは本当に難しいことです。
　振り返ってみますと、大門高校が開校したのは１９８６（昭和６１）年。マネーゲームが高まりをみせ、株
価が高騰しバブル景気の入り口に差し掛かった年でした。その数年後、バブルがはじけ、日本経済が長期に
渡って低迷することを誰が予測、想像していたでしょうか。その年にヒットした栄養ドリンク「リゲイン」
を片手に長時間働くことが美徳だと思い込んでいた企業戦士たちは今、働き方改革を迫らせ、戸惑っては
いないでしょうか。
　レンズ付きフィルム「写ルンです」が発売されたのもこの年。あれから３６年。民間人の前澤友作さんが
宇宙に行き、スマートフォンで地球の写真を撮影する時代になりました。デジタル革命は今後どんなス
ピードでどこまで進んでいくのか。現実は、私の想像をはるかに超えるスピードで進んでいます。　ただ、
どんなにデジタル化が進んでも、人は、人とのつながりを断って生きていくことはできません。人と人との
接触を阻んだコロナ禍において、「人とつながることの喜び」を改めて再認識したという人も多いのではな
いでしょうか。
　感染症、地球温暖化、人口減少等、押し寄せる課題に対応するため、目まぐるしく変化し続ける今をどう
生き抜いていくか、私たちの真価が問われる時代です。同窓生の皆さん、この荒波に飲まれることなく、先
が見えないことを嘆くのではなく、可能な限りポジティブに楽しんで行きましょう。１年後、私がこの挨拶
文の中で「コロナが終息し」という文言を綴っていることを願いつつ、終わりの言葉とさせて頂きます。

同窓会長　（１期生） 小林　伸一来年こそは

地域社会との連携
　同窓会員の皆様には、ご健勝でご活躍のこととお慶び申し上げます。
さて、高校では今年の４月から「新学習指導要領」が年次進行で実施されます。その主
要点の一つに「社会に開かれた教育課程」があります。これは、これからの教育は学校
の中だけで実施し完結させるものではなく、地域の人やものと積極的に関わりなが
ら学ぶことを重視するものです。その狙いは、子ども達がこれからの新しい時代を生

き抜くために、また未来社会を切り拓くために必要な資質能力を地域社会と共有し、連携・協働しながら
子ども達を育てるところにあります。
　このような教育環境の背景もあり、昨年６月に射水市と射水市内にある３つの高校との間に連絡会議
（コンソーシアム）が設置され、今年度から連携事業を行うことになりました。連携事業の一つは、人口減少
などの地域課題の克服や地域の特性を生かしたまちづくりなど、地域が抱える様々な課題を高校生が自ら
の課題としてとらえ、地域の人と関わりながら主体的に課題解決に取り組むというものです。本校では２
年生が「情報課題研究」の授業で、４つのグループがこの連携事業に取り組んでいます。課題研究テーマは
「可視化～ＤＸが切り開く地域社会の未来～」「マイクロプラスチック排出の削減」「富山県の観光客ＵＰ作
戦」「ＬＩＮＥスタンプによる地域の活性化」の４つです。各グループは市の関係課の職員の方々から市の
概要や取り組みについてお話を伺ったり、地域へ出掛けて調査を行ったりして研究を進めています。研究
成果は、市長への政策提言という形で発表します。射水市という大きなフィールドの中で地域の方々と関
わりながらこのような取り組みが出来ること、そしてそれが市政に反映されることは、高校生自らの学び
が実践されることになり大変貴重な体験となります。また、同時に地域社会への誇りと愛着を持って、やが
ては地方創生に貢献できる人材に育ち、地域社会で大いに活躍してくれるものと期待をしています。射水
市内でご活躍されている多くの同窓会員の皆様にもこの連携事業にご理解をいただき、高校生に対してご
協力とご支援を賜れば幸甚でございます。
　結びに、大門高校同窓会の今後益々のご発展とともに、同窓会員の皆様のご健康とご活躍を祈念いたし
ます。

校　　長 山下　行雄
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の声
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富山県立大門高等学校同窓会公式サイト
http://daimonhd-tym.org/
総会の写真、同窓会報が載っています。

案
　
　
　
内

１３期生　青木　有理子　(金工作家 )
2004 秋田公立美術工芸短期大学工芸美術専攻科金属工芸コース修了
2004 ～ 2007 高岡市伝統工芸産業技術者養成スクールにて鋳造・象嵌を学ぶ
2007 金沢卯辰山工芸工房 入所
高岡市内の工房を持った後、現在は砺波市の工房を工事中

０２

Facebook グループ「富山県立大門高等学校同窓会」

現在メンバー１５１人。管理者は会長　小林伸一（１期生）と会長代理　石王丸敦司（３期生）。「富山県立大

門高等学校創立３０周年記念事業実行委員会」(2014 年発足 )と同時に開設された。同窓会員であれば誰でも

参加できる。参加希望の場合、いくつかの質問に答え、同窓会員であることが確認されれば、承認される。

　

～総会２０２２のご案内～
富山県立大門高等学校　同窓会総会２０２２
日時　２０２２年８月１１日 (木 )山の日
場所　大門総合会館　最上階
　　　役員改選があります。
　　　３２期生と３３期生を招待予定。

会　　長 小林　伸一

会長代理 井相田礼子

会長代理 石王丸敦司

会長代理 若林　大輔

理　　事 福澤　泰樹

１

１

３

３

１

役　　職 氏　　名 期生

監　　事 横山　貴一 ３

監　　事 大木太恵志 ４

理　　事 桑山　知子 １

理　　事 山田　大輔 ４

理　　事 島倉　奈緒 ７

役　　職 氏　　名 期生

同窓会役員

「富山県立大門高等学校同窓会補助内規２」
富山県立大門高等学校同窓会一般会計から各期同窓会開催に助成金を支給する。助成金　３０，０００円　
以下の条件すべてを満たすこと。
条件１　該当期同窓会員が 30 人以上参加し、その参加者名簿 (将来的には申請書 )を提出すること。(メール
添付送信可 )
条件２　同窓会公式サイトに載せることができる参加者全体の集合写真を提供すること。(メール添付送信可)
条件３　条件１、２を同窓会事務局が確認したのち、代表者は大門高校において助成金を受け取り、受領印を
押印すること。
付則　　この内規は令和元年 11 月９日から施行する。

各期同窓会開催に助成金を支給

　富山県立大門高校同窓生は、令和４年１月現在、６７８７名で
す。昨年度から各方面で活躍する卒業生の方に近況報告、高校の
思い出、在校生へのエール、など寄稿文をお願いしています。今
年度は以下の２名の方です。
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１期生　四津谷　裕昭　(富山テレビ放送 )
1993　関西外国語大学　外国語学部　英米語学科卒業
1993　富山テレビ放送株式会社入社、報道制作局報道部配属
2019　４月から１年間　ライブＢＢＴ　１８時台メインキャスターを務める
現在、編成局長

テントを寄贈

今年度、同窓会からテントを寄贈いただ

き、体育大会の団席全体が被われるよう

になりました。
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は
じ
め
ま
し
て
。
卒
業
生
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
う
事

で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
で
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
た
い
と

思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
も
う
、
将
来
の
仕
事
は
決
め
ま

し
た
か
？
私
は
高
校
生
の
頃
、
航
空
会
社
に
入
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
英
語
が
喋
れ
れ
ば
有
利
と
考
え
、
関

西
の
外
語
大
を
受
験
、
幸
運
に
も
合
格
出
来
ま
し
た
。
し

か
し
、
希
望
し
て
い
た
「
日
本
航
空
」
は
最
終
面
接
で
落

ち
、
お
先
真
っ
暗
に
。
失
意
の
中
、
力
試
し
で
受
験
し
た

富
山
テ
レ
ビ
の
中
途
採
用
（
新
卒
も
可
）
に
何
故
か
合
格

（
コ
ネ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
）
。
入
社
後
は
報
道
部
で

記
者
を
経
験
、
阪
神
大
震
災
や
オ
ウ
ム
事

件
も
取
材
し
ま
し
た
。
東
京
支
社
、
本

社
で
勤
務
し
、
営
業
と
事
業
、
直
近
は
報
道
制
作
部
長
の

時
に
、
い
き
な
り
キ
ャ
ス
タ
ー
を
命
じ
ら
れ
、
１
年
間
、

ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
生
活
を
送
り
し
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
私
で
す
が
、
当
時
、
実
は
大
門
高
校
に
い
る
事

が
す
ご
く
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
し
た
。
世
間
は
人
を
学
歴

で
判
断
す
る
と
思
い
込
み
、
何
か
一
つ
で
も
人
に
勝
て
る

も
の
が
あ
れ
ば
と
考
え
、
陸
上
競
技
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
片
山
教
頭(

当
時)

に
「
勉
強
も

ダ
メ
、
ス
ポ
ー
ツ
も
ダ
メ
や
っ
た
ら
、
価
値
な
い
で
す
よ

ね
」
と
言
っ
た
ら
、
優
し
い
先
生
が
真
っ
赤
に
な
り
、
本

気
で
怒
ら
れ
ま
し
た
。
50
歳
を
超
え
た
今
は
、
片
山
先
生

の
気
持
ち
が
と
て
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
「
自
分
を
自
分

自
身
で
否
定
す
る
事
」
程
、
悲
し
い
こ
と
は
な
い
か
ら
で

す
。

　

私
の
職
場
に
は
優
秀
な
人
た
ち
が
沢
山
い
ま
す
。
勉
強

が
出
来
て
、
頭
の
回
転
が
速
く
て
、…

、
彼
ら
と
い
る
と

私
は
今
も
劣
等
感
を
感
じ
ま
す
。
で
も
、
30
年
、
社
会
人

を
し
て
来
て
、
心
か
ら
感
じ
る
の
は
、
学
歴
よ
り
も
人
柄

、
素
直
で
人
に
優
し
く
、
思
い
や
り
の
あ
る
人
間
が
、
必

ず
大
切
に
さ
れ
ま
す
。
何
故
な
ら
、
わ
が
ま
ま
や
無
責
任

な
人
と
は
職
場
で
も
チ
ー
ム
が
組
め
な
い
か
ら
で
す
。
誰

に
も
得
意
不
得
意
が
あ
り
、
お
互
い
を
尊
重
し
、
助
け
合

う
こ
と
、
そ
れ
が
本
当
に
大
切
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

花
形
の
部
署
も
あ
れ
ば
、
管
理
部
門
の
縁
の
下
の
力
持
ち

も
あ
り
ま
す
。
「
職
」
に
貴
賤
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
あ
と
、
ひ
と
つ
、
「
倫
理

観
」
を
培
っ
て
く
だ
さ
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
「
信
念
」

で
し
ょ
う
か
。
「
人
と
し
て
正
し
い
事
」
、
人
生
を
か
け

て
、
自
分
自
身
で
見
つ
け
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

良
い
大
学
に
行
き
、
良
い
会
社
に
入
る
事
が
幸
せ
だ
っ

た
時
代
は
終
わ
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
に
は
沢
山
の
選
択

肢
が
あ
り
ま
す
。
自
分
を
大
切
に
し
、
周
り
の
人
を
大
切

に
し
、
日
々
全
力
で
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
道
は
開

け
ま
す
よ
。

人
間
、
最
後
は
や
さ
し
さ
、
思
い
や
り
　
　
　
１
期
生
　
四
津
谷
　
裕
昭
　(

富
山
テ
レ
ビ
放
送
　
編
成
局
長)
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初
め
ま
し
て
、
金
属
工
芸
作
家
の
青

木
で
す
。
金
工
作
家
っ
て
何
し
て
る
人
？

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
仕
事
内
容
を

説
明
し
ま
す
と
、
銅
合
金
を
用
い
て
金
工
作
品
の
制
作
・

発
表
、
金
属
商
品
の
デ
ザ
イ
ン
や
原
型
制
作
の
受
注
、
金

工
制
作
体
験
の
講
師
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
高
岡

市
に
あ
る
大
型
美
術
鋳
物
会
社
の
原
型
部
ア
シ
ス
タ
ン
ト

も
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
歴
史
上
の
人
物
や
ア
ニ

メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
銅
像
、
梵
鐘
や
狛
犬
、
時
に

は
六
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
仏
様
な
ど
を
製
作
す
る
仕
事
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
手
を
掛
け
た
も
の
が
世
に

出
て
、
こ
れ
か
ら
何
十
年
も
残
り
続
け
る
、
金
工
は
と
て

も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。
そ
し
て
私
が
金
工
を
続

け
る
こ
と
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
を
後
世
に

繋
げ
る
架
け
橋
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
喜
び
も
あ
り
ま
す
。

　
現
在
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
仕
事
を
お
り
ま
す
が
、
は

じ
め
は
「
作
品
制
作
は
好
き
だ
け
ど
、
ど
う
や
っ
て
生
計

を
た
て
て
い
け
ば
良
い
の
か
？
」
と
、
全
く
見
当
が
つ
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
思
い
返
す
と
、
若
さ
も
あ
り
、
「
ど

う
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
と
り
あ
え
ず
飛
び
込
ん

で
み
よ
う
！
」
と
、
い
ろ
い
ろ
な
人
や
環
境
を
探
し
、
制

作
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
に
出
会
っ
た
、
高
岡
地

場
産
業
の
職
人
や
問
屋
さ
ん
を
は
じ
め
、
高
岡
市
デ
ザ
イ

ン
工
芸
セ
ン
タ
ー
の
方
々
や
ク
ラ
フ
ト
コ
ン
ペ
な
ど
の
市

や
団
体
の
方
々
、
そ
し
て
作
家
と
し
て
の
土
台
を
築
か
せ

て
い
た
だ
い
た
金
沢
卯
辰
山
工
芸
工
房
の
方
々
と
の
取
組

を
通
じ
て
次
第
に
作
品
制
作
が
仕
事
と
し
て
成
り
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
自
分
の
こ
と
を
安
定
が
大
好
き
で
優
柔
不
断
で

人
見
知
り
な
人
間
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
意
味
の
な
い
「

た
ら…

れ
ば…

」
を
考
え
て
落
ち
込
ん
で
ば
か
り
の
人
間

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
私
が
こ
こ
ま
で
前
向
き
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
た
の
は…

…

そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
沢
山
悩
ん
だ

か
ら
で
す
！

　
皆
さ
ん
と
同
じ
高
校
生
の
頃
、
や
り
た
い
こ
と
は
解
っ

て
い
る
の
に
、
や
り
た
い
気
持
ち
に
蓋
を
し
て
見
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
結
局
、
悩
ん
で
出
し
た

答
え
も
、
し
っ
く
り
は
き
ま
せ
ん
。
最
終
的
に
は
も
と
も

と
決
ま
っ
て
い
た
「
や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
」
に
た
ど

り
着
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
時
間
は
他
の
人
か
ら
は
無

駄
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
に
と
っ
て
は

か
け
が
え
の
な
い
時
間
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
沢
山
自
問
自

答
し
た
お
陰
で
、
今
の
人
生
に
も
う
迷
い
も
言
い
訳
も
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
。

　
こ
れ
か
ら
社
会
へ
飛
び
出
す
皆
さ
ん
、
沢
山
悩
ん
で
く

だ
さ
い
。
沢
山
の
人
に
出
会
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
の
よ
う

に
人
見
知
り
の
方
も
心
配
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
ず
初

め
に
し
っ
か
り
挨
拶
を
す
れ
ば
乗
り
切
れ
ま
す
。
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
！
ど
ん
な
出
会
い
が
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
岐

路
が
待
っ
て
い
る
の
か
、
楽
し
み
で
す
ね
。

０２
案
ず
る
よ
り
産
む
が
易
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
13
期
生
　
青
木
　
有
理
子
　(

金
工
作
家)
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